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七
十
五
人
が
五
月
十
五
日
、
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
近
く
の
水
田
で
田
植
え
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
の
八
割
近
く
が
家
で
農

い
翻
，
醗
購
響
導
を
・
け
；
ど
－
た
ち
は

蟻
　
耀
欝
雛
き
ど
に
伸
び
た
モ
チ
米
の
苗
亮

旙
、
慧
慧
　
鞍
籍
秦
輯

、
．
．
㌧
豪
欝
曙
た
勤
鯨

農灘

い
ね
い
に
植
え
ま
し
た
。

　
昨
年
は
冷
害
の
影
響
で
一
俵

と
不
作
だ
っ
た
が
、
今
年
は
三
、

四
俵
を
目
ざ
し
て
い
る
。
秋
に

は
収
穫
し
た
モ
チ
米
で
収
穫
感

謝
祭
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
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昨年第2小で行なわれた避難訓練
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と
と
も
に
、
誹
練
を
通
　
災
害
想
定
に
よ
り
行
い
ま
す
。
　
　
　
学
校
附
近
の
ケ
ー
ブ
ル
が
切
れ
た
1
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市
で
は
、
六
月
十
二
　
じ
て
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
　
　
訓
練
場
所
は
、
市
内
二
十
八
の
小
・
と
の
想
定
で
復
旧
作
業
訓
練
が
行
な

　
　
　
　
ー 印

総
合
防
災
訓
練
縫
薦
蕪
雛
響
肝
郵
計
藤
硲
誓
ε

　
　
　
　
　
　
住
民
が
　
体
と
な
っ
て
　
前
九
時
三
十
分
ご
ろ
、
宮
城
県
沖
を
　
車
が
出
動
し
て
の
消
火
訓
練
な
ど
が

よ

拳讐夢溜田
です。
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階
は
ま
だ
安
全
。
あ
わ
て
て
階
段
を
　
用
の
タ
イ
ル
、
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
（
塔
）

か
け
降
り
た
り
、
窓
か
ら
飛
び
出
す
　
な
ど
の
落
下
物
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

○
木
造
家
屋
の
中
一

　
　
　
　
〇
街
の
中
を
通
行
中
の
と
き

た
と
え
一
階
は
つ
ぶ
れ
て
も
、
二
　
　
看
板
や
窓
ガ
ラ
ス
の
破
片
、
外
装

　
　
』
い
た
ら
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固4r国土利用計画法」という法律があるのをご存知ですか。
　　1．知っている。16％　2．まったく知らなかった。19％　3．聞いたことはあるが内容はまったく知らな
　　　い。40％
　　4．新聞、テレビ等で知っているが内容はほとんどおぽえていない。12％
　　5．おおよその意味を知っている。9％
　　無　4％

その意味は知ら

圖　5　r国土利用計画」という言葉についてご存知ですか。

　　1．知っ・ている。18％　2．いまはじめて聞いた。14％　3．言葉は聞いたことがあるが
　　　ない。49％　4．おおよその意味は知っている。13％　無6％

固　6　土地の使われ方（農地、山林、住宅地、道路、河川、商店街、工場用地、レジャー施設、公園など）の

　　　ことを土地利用といいますが、土地利用のあり方について、あなたはどう思いますか。
　　1．勝手に使い方が変えられないようにすぺきである。16％
　　2．ある程度の制限を加えられるべきである。45％　3．今より規制を強くするのは問題である。7％
　　4．規制する必要はない。6％　5．わからない。17％　無9％

固　7　今後の農地（田、畑）のあり方についてあなたはどの方向がのぞましいと思いますか。

　　1．もっと広げるぺきである。8％　2．できるだけ現状のまま保全する。24％
　　3．必要に応じて転用を図るべきである。43％　4．もっと積極的に転用すべきである。7％
　　5．わからない。9％　無9％

圖　8　今後の森林のあり方についてあなたはどの方向がのぞましいと思いますか。

　　1．植林等を実施しもっと森林をふやすべきである。35％
　　2．現状のまま極力保全すべきである。18％　3．必要に応じて転用すべきである。23％
　　4．もっと積極的に転用を図るべきである。3％　5．わからない。10％　無　U％

固19　「住宅地のあり方」について今後どの方向がのぞましいとあなたは思いますか。

　　1．市街地域内に多くの宅地を造るべきだ・14％　2．都市計画地域内を重点に宅地を造るべきだ。34％
　　3．既存の集落を核にふやすべきだ。10％　4．1～3までの地域外に大規模に宅地造成すべきである。13
　　　％　5．住宅地は現状のままでよい。9％　6．わからない。13％　無7％。

画］10　「自然環境の保全と開発」についてあなたはどのように考えておりますか。

　　1．自然環境が破壊されないよう、その保全に力を注いでいった方がよい。28％
　　2．ある程度自然環境が破壊されても開発に力を注いでいった方がよい。9％
　　3．本市のようなところでは適切に開発を調整すれば環境破壊を起こさないと思われるので自然環境の保全
　　　と地域開発を両立させて進める方がよい。51％
　　4．わからない。5％
　　5．その他　　O％　無7％
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を
推
進

　
本
市
の
区
域
に
お
け
る
国
土
（
以

下
「
市
土
」
）
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
利
用
し
、
調
和
の
と
れ
た
市
土

の
有
効
利
用
を
進
め
て
い
こ
う
と
、

市
で
は
「
白
石
市
国
土
利
用
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
国
土
全
体
を
通
じ
て
、
自
然
、
社

会
お
よ
び
文
化
的
な
諸
条
件
を
考
慮

し
な
が
ら
総
合
的
、
長
期
的
な
観
点

に
立
っ
て
、
公
共
の
福
祉
を
優
先
さ

せ
、
自
然
環
境
の
保
全
を
図
り
な
が

ら
調
和
の
と
れ
た
国
土
の
有
効
利
用

を
進
め
て
い
こ
う
と
昭
和
四
十
九
年

に
「
国
土
利
用
計
画
法
」
が
制
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
、
国
で
は
、

全
国
的
な
国
土
利
用
の
基
本
と
な
る

国
土
利
用
計
画
を
策
定
、
県
で
も
全

国
計
画
を
基
本
に
宮
城
県
国
土
利
用

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の

街
で
も
、
豊
か
で
住
み
よ
い
街
づ
く

り
を
推
進
す
る
う
え
で
、
市
土
の
秩

序
あ
る
利
用
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、

自
石
市
国
土
利
用
計
画
の
策
定
に
着

手
し
ま
し
た
。

　
白
石
市
国
土
利
用
計
画
は
、
土
地

利
用
に
関
す
る
行
政
の
指
針
と
な
る

と
と
も
に
、
個
別
法
（
都
市
計
画
法
、

農
振
法
、
自
然
公
園
法
な
ど
）
を
通

じ
て
、
各
種
事
業
計
画
の
土
地
利
用

の
基
本
と
な
り
ま
す
。

　
計
画
で
は
、
昭
和
五
十
年
を
基
準

年
次
と
し
て
、
六
十
五
年
を
目
標
に
、

市
土
の
利
用
に
関
す
る
基
本
構
想
と

利
用
区
分
別
の
基
本
的
な
方
向
を
定

め
ま
す
。
ま
た
、
市
土
の
利
用
目
的

に
応
じ
た
区
分
ご
と
の
規
模
の
目
標

と
地
域
別
の
概
要
を
策
定
し
ま
す
。

　
自
石
市
国
土
利
用
計
画
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
計
画
の
策
定
に
反
映
し
よ

う
と
、
今
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ほ
ど
そ
の
結
果
が
ま
と
ま

4
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固2　農地を持っている方におたずねします。
　A，あなたの家では農地をどのくらい持っていますか。
　　1　30アール未満　17％　2・30アール～49アール　16％　3．50アール～99アール　31％
　　4．100アール以上　34％　無2％
　B、あなたの家の土地を地目ごとに分けた場合田地に占める割合は
　　1・1割以下　8％　2・1割～2割　13％　3・3割～4割　18％　4．5割～6割　22％
　　5，7割～8割　23％　6．9割以上　6％　．無　10％
　C．あなたは農業をつづけていくことについてどう思いますか。
　　Lがんばって続けていきたい。32％
　　2，で・きることなら続けていきたい。32％
　　3、後継ぎがないのでいずれやめる。3％
　　4，規模が小さいので続けていくのは難しい。6％
　　5．人手がないので続けていくのは難しい。4％
　　6・収入が少なくて不安定だから続けていくのは難しい。9％
　　7．状来性がないのでいずれやめる。1％
　　8．わからない。8％　無5％
　D，農地が農用地区域に指定されますとその土地を農地以外に使えなくなりぽすが、あなたの土地がそうをる
　　ことについてどう’思いますか。
　　1．将来とも農地を守るため当然である。28％
　　2，まわりも規制されるのだからしかたがない。15％
　　3．宅地や山林などに利用できなくなるからこまる。11％
　　4，個人の財産を規制されたくない。31％
　　5．わからない。9％
　　6．その他　1％
　　　　無　5％

圃　3　山林を持っている方におたずねします。

　A。あなたの家では山林をどのくらい持っていますか。
　　1・50アール以下　36％　2・50アール～99アール　16％　3．100アール～199アール　20％
　　4，200アール以上　25％　無3％
　B．あなたの家では山林をどのように使っていますか。
　　1．植林して手入れしている。39％
　　2。植林はしているがあまり手入れはしていない。30％
　　3，植林したまま放置してある。7％
　　4，雑木林のまま放置してある。16％
　　5．伐採したまま放置してある。2％
　　6．他人に任せてある。1％　無5％
　C。あなたの持っている山林が公共施設の予定地にかかった場合どうしますか。
　　1・市民のために役立つなら’手放す。31％　2．価格があえば手放す。31％
　　3・あまり必要でなければ手放す。6％　4・手放さない。15％　5．わからない。14％　無3％

り
ま
し
た
の
で
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
調
査
の
方
法
は
、
選
挙
人
名
簿
か

ら
千
名
の
方
を
無
作
為
に
抽
出
し
、

郵
送
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
回
収

し
た
用
紙
は
七
百
四
十
五
枚
で
、
回

収
率
は
七
四
・
五
％
で
し
た
。
性
別

は
、
男
四
九
％
、
女
五
一
％
。
年
齢

別
で
は
、
二
十
歳
か
ら
三
十
歳
代
が

三
十
六
％
、
四
十
歳
以
上
が
六
四
％

で
す
。

　
調
査
内
容
は
、
①
職
業
と
住
居
関

係
②
農
地
所
有
者
関
係
③
山
林
所
有

者
関
係
④
国
土
利
用
計
画
関
係
⑤
土

地
利
用
関
係
⑥
開
発
関
係
の
六
項
目

に
大
別
さ
れ
、
設
問
は
全
部
で
十
問

で
し
た
。

　
回
答
者
七
百
四
十
五
人
の
う
ち
、

農
地
所
有
者
は
三
百
十
九
人
、
山
林

所
有
者
は
二
百
三
十
三
人
で
し
た
。

農
業
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
は

「
続
け
て
い
き
た
い
」
が
六
四
％
、

「
続
け
て
行
く
の
が
難
し
い
・
や
め
る
」

と
答
え
た
人
が
二
三
％
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
農
用
地
区
域
の
規
制

に
つ
い
て
は
「
規
制
さ
れ
て
も
よ
い
」

が
四
三
％
、
「
規
制
さ
れ
る
と
困
る
」

が
四
二
％
と
意
見
が
二
つ
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
山
林
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
部
分
的
に
も
「
植
林
し
て
い
る
」

と
答
え
た
人
が
七
六
％
あ
り
、
公
共

施
設
の
予
定
地
に
か
か
っ
た
場
合
、

　
「
手
放
す
」
と
答
え
た
人
は
六
八
％

で
し
た
。

　
　
「
国
土
利
用
計
画
法
を
知
っ
て
い

ま
す
か
」
の
質
問
に
つ
い
て
は
約
七

割
、
国
土
利
用
計
画
に
つ
い
て
も
約

六
割
以
上
の
人
が
知
ら
な
い
と
答
え

て
い
ま
す
。

　
土
地
利
用
に
対
す
る
意
識
に
つ
い

て
は
、
六
割
の
人
が
「
利
用
の
仕
方

に
制
限
を
加
え
る
べ
き
」
と
答
え
て

い
ま
す
。
今
後
の
農
地
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
五
〇
％
の
人
が
「
転
用

の
方
向
を
考
え
る
べ
き
」
と
答
え
た

の
に
対
し
、
森
林
に
つ
い
て
は
「
ふ

や
す
、
も
し
く
は
保
全
す
べ
き
」
と

答
え
た
人
が
五
三
％
に
な
っ
て
い
ま

す
。
住
宅
地
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

七
↓
％
の
人
が
「
も
っ
と
宅
造
す
べ

き
」
と
答
え
、
そ
の
う
ち
六
八
％
の

人
は
、
市
街
地
周
辺
の
都
市
計
画
区

域
内
の
場
所
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　
開
発
と
自
然
環
境
保
全
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
半
数
の
人
が
「
開
発

と
保
全
を
両
立
さ
せ
て
進
め
る
方
が

よ
い
」
と
答
え
た
の
に
対
し
、
約
三

割
の
二
八
％
の
人
は
「
自
然
環
境
が

破
壊
さ
れ
な
い
よ
う
保
全
に
力
を
入

れ
る
べ
き
だ
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

さ
ら
に
具
体
的
に
検
討
し
、
時
代
の

す
う
勢
と
市
の
特
性
を
生
か
し
た
国

土
利
用
計
画
と
な
る
よ
う
策
定
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5



動
車
道
建
設
促
進
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に
大
い
に
貢
献
。

五
十
四
年
五
月
か
ら
は
議
長
と
し
て
議
会
運
営
に
そ
の
手
腕
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
主
な
役
職
と
し
て
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
議
長
や

市
図
書
館
協
議
会
長
、
臼
石
市
新
県
民
生
活
運
動
推
進
協
議
会
会
長

な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
受
章
の
喜
び
に
つ
い
て
、
　
「
受
章
は
市
民
の
み
な
さ
ま
の
お
蔭
。

こ
れ
か
ら
も
市
政
の
向
上
の
た
め
に
、
地
域
の
発
展
の
た
め
に
精
い

っ
ぱ
い
努
め
て
い
き
ま
す
。
」
と
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眼
　
　
　
　
、
ー
4
、
　
馨
慮
．
　
溌

　
　
　
餓
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講

　
戦
前
よ
り
三
十
五
年
間
、
大
鷹
沢
郵
便
局
長
（
特
・

定
郵
便
局
長
）
と
し
て
職
務
に
精
励
。
そ
の
間
県
．

南
部
特
推
連
会
長
な
ど
関
係
団
体
の
要
職
に
あ
り
、
思

昭
和
五
十
三
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
．
三
十
七
年
間
．

郵
政
事
業
の
発
展
に
寄
与
。
そ
の
業
績
が
認
め
ら
一

れ
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
市
公
平
委
員
長
、
市
農
村
工
業
導
入
促
．

進
審
議
会
委
員
長
、
市
行
政
区
調
整
委
員
な
ど
を
い

務
め
て
お
り
へ
去
る
五
月
十
一
日
、
臼
石
市
で
行
・

わ
れ
た
県
公
平
委
員
連
合
会
で
は
会
長
の
大
任
を
．

果
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
章
の
喜
び
に
つ
い
て
、
「
天
皇
陛
下
と
・

の
対
面
が
一
番
う
れ
し
い
で
す
ね
。
」
と
満
面
に
笑
．

み
を
浮
べ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

～ノγ〆ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藍
綬
褒
章
　
　
（
地
方
自
治
）

　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
科
善
久
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
市
議
会
議
員
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
九
年
の
市
制
施
行
前
の
村
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
代
を
含
む
と
議
員
歴
三
十
年
。
そ
の
間
、

副
議
長
、
議
長
を
歴
任
。
ま
た
、
臼
南
土
地
改
良
区
理
事
、
刈
田
養

蚕
農
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
の
職
を
務
め
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
議
員
活
動
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
仙
南
広
域
行

政
圏
実
現
の
た
め
の
根
回
し
に
半
年
か
け
、
初
代
仙
南
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
議
会
議
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
獣
医
業
を
務
め
る
か
た
わ
ら
県
養
蚕
農
業
協
同
組
合
連

合
会
理
事
な
ど
の
職
に
あ
り
、
地
方
自
治
、
農
業
の
発
展
に
と
幅
広

い
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

　
受
章
の
喜
び
に
つ
い
て
、
　
「
こ
う
い
う
立
派
な
章
を
頂
け
る
な
ん

て
…
…
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
発
展
に
努
力
し
て
行
き
た
い
。
」
と
言

，
フ
o

　
　
　
　
　
　
　
勲
五
等
瑞
宝
章

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
慶
三
郎
氏
・

　
　
　
　
　
　
　
”
沢
目
一
五
”
（
郵
政
事
業
）
∵

　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
十
四
年
よ
り
昭
和
五
・

　
　
　
　
　
　
　
十
二
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
五
・

　
　
　
　
　
　
　
十
二
年
間
職
務
に
精
励
、
亭
、
臥

の
間
、
三
十
六
年
問
白
石
駅
前
郵
便
局
長
（
特
定
・

郵
便
局
長
）
と
し
て
業
績
の
向
上
に
努
め
、
郵
政
・

事
業
の
発
展
に
尽
力
。
今
回
そ
の
郵
政
一
筋
と
歩
、

ん
で
き
た
業
績
が
認
め
ら
れ
叙
勲
を
受
け
ま
し
た
汐

　
親
子
三
代
に
わ
た
り
戦
前
戦
後
の
郵
政
事
業
に
・

携
わ
り
、
昭
和
四
十
六
年
に
は
郵
政
大
臣
よ
り
感
、

謝
状
を
受
け
て
い
ま
す
。
父
松
助
さ
ん
に
つ
ぐ
親
一

子
二
代
の
叙
勲
。

　
今
回
の
受
章
の
喜
ぴ
に
っ
い
て
、
「
戦
前
の
愛
国
婦
・

人
会
、
国
防
婦
人
会
と
一
緒
に
貯
蓄
推
進
運
動
を
、

し
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
本
当
に
う
れ
し
・

い
で
す
。
」
と
昔
の
苦
労
話
を
思
い
出
し
な
が
ら
話
・

し
て
く
れ
ま
す
。

　
現
在
は
白
石
中
央
通
振
興
会
監
事
、
寿
山
老
人
、

ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
幅
広
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

勲
七
等
瑞
宝
章

管
　
野
　
正
　
三
氏

　
　
　
　
　
（
地
方
自
治
）

　
　
”
郡
山
鹿
野
十
一
”

　
昭
和
十
六
年
県
種
畜
場
に
勤
務
、
以
来
昭
和
五

十
年
岩
出
山
に
あ
る
県
畜
産
試
験
場
第
一
部
業
務

員
長
と
し
て
退
職
さ
れ
る
ま
で
三
十
三
年
間
、
家

零
畜
飼
育
の
ベ
テ
ラ
ン
と
し
て
活
躍
。
特
に
、
乳
牛
の

種
畜
改
良
お
よ
び
人
工
授
精
に
関
し
て
は
、
技
能

抜
群
の
腕
前
を
発
揮
。
こ
れ
ら
家
畜
に
対
す
る
数

々
の
業
績
が
今
回
の
叙
勲
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　
退
職
後
は
白
石
へ
帰
り
、
現
在
、
交
通
安
全
白

、
石
支
部
郡
山
分
会
代
議
員
、
自
石
防
犯
協
会
代
議

員
、
国
勢
調
査
員
な
ど
を
務
め
、
地
方
自
治
の
発

．
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
　
「
今
後
は
、
郡
山
地
区
を
は
じ
め
み
な
さ
ん
の

ー
・
た
め
に
お
役
に
立
ち
た
い
。
」
と
話
し
て
く
れ
る
な

ど
、
ま
じ
め
で
温
厚
な
人
柄
が
一
段
と
感
じ
ら
れ

』
ま
し
た
。

》　
　
　
今
年
は

　
　
　
「
国
際
障
害
者
年
」

　
脳
性
マ
ヒ
者
に
対
し
て

qb、

脳
性
マ
ヒ
者
と
い
っ
て
も
、
障

害
の
現
わ
れ
る
型
や
障
害
の
現
わ
れ

る
部
位
に
ょ
っ
て
十
種
類
に
も
上
る

状
態
が
あ
っ
て
、
　
一
率
に
は
と
ら
え

ら
れ
な
い
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

⑭
、
ア
テ
ト
ー
ゼ
型
の
脳
性
マ
ヒ
者

は
、
言
語
障
害
に
加
え
て
顔
の
表
情

や
頸
、
手
、
足
な
ど
の
不
随
意
運
動

の
た
め
に
、
自
分
の
慧
思
を
相
手
に

伝
え
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
自
分
で

は
そ
の
つ
も
り
も
な
い
の
に
他
人
の

感
情
を
そ
こ
な
う
動
作
を
し
が
ち
で

あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
接
す
る
こ
と
。

⑥
、
脳
性
マ
ヒ
者
に
接
す
る
場
合
、

例
え
ば
視
線
が
上
か
ら
下
を
見
お
ろ

す
形
に
な
る
と
威
圧
的
に
な
っ
た
り

し
て
、
意
思
を
適
切
に
伝
え
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
視
線

を
相
手
と
同
じ
高
さ
に
し
て
、
相
手

と
と
け
こ
む
よ
う
な
心
を
も
っ
て
接

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

㈲
、
脳
性
マ
ヒ
者
の
話
を
き
く
場
合

は
、
言
葉
の
一
つ
一
つ
を
か
み
し
め

る
よ
う
に
聞
き
分
け
、
そ
の
意
昧
を

相
手
と
同
程
度
に
解
す
る
こ
と
。

　
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
筆

談
や
介
添
人
を
求
め
る
の
で
な
・
＼

何
度
と
な
く
聞
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

6

して市政のパイプ役と

106人の新区長さん
　白石市行政区長（3年任期1が4月1日改選に

より、下記のみなさんに委嘱されました。行政区

長は非常勤職員として納税、環境衛生、住民に対

する連絡指導、文書の送達など重要な仕事をして

います。自分の地区の行政区長はどなたかをはっ

きり知っておくことが大切です。
▲行政区長辞令交付式

区長名
日下勇吉
国分正志
佐藤朝治
阿部輝男
志村　萬
佐藤平一郎

平間陸男
高橋一郎
佐藤政治
岡部捨雄
鈴木　稔
鈴木一二
原地区
鈴木幸一
阿部和也
高橋良衛
岩松作雄
高橋保衛
高橋光一
高橋長一
半沢　豊
高橋　勇
斎藤　利
大浦善一郎

高橋吉之
大浦公衛
亀岡正直

区名
芹沢
大網
弥治郎

西区上

西区下

南区
東区
北区
三住
蔵王
不忘
川原子

　小
上戸沢

下戸沢

赤井畑

冷清水

大熊
東

塩倉
中北
猿鼻
新町
赤坂
湯元
明戸
小久保平

区長名
遠藤武志
一條範志
菊地利也
阿部傑義
佐藤歳蔵
大槻隆雄
大槻男雄
阿部　直
菊地　久
佐藤　誠
川地区
遠藤　肇
我妻　斉
黒田三好
相原．武雄

佐藤傅太郎

我妻　浅
佐藤文江
岡地区
鶏徳幸七
菊地　敏
村上勇一
鹿又年夫
田切光善
佐竹宗一
加賀今朝夫

最上末男
山谷　康
日下百人

区　　名

大鷹沢3

　　　4

5
』
U

7

8
　　　　　9

　　　　　10

　　　　　11

　　　　　12

　　　　白

白川1
　　　　　2

3

4

5

6

　7
　福
滝上
滝下
尾箆
上原
下原
鎌先
山下

沖

山根
八宮

区長名
佐藤秀吉
佐久間幸男

谷津真幸
斎藤正志
佐藤孝一
川地区
末永精一
佐藤吉也
松野春治
高橋幸蔵
大槻　忠
梶　川　慶治郎

道山忠四郎

佐藤　勲
村上正大
佐藤　等
平地区
佐久間政蔵

佐久間吉衛

小関　庸
佐久間　晋

村上錬太郎

小関秀子
佐藤三男治

大野健治
佐久間　満

区名
越河6
　7

8

9

　　10

　斎
斎川1

区長名
石地区
佐藤　誠
平間勝郎
中幡　操
茂泉　格
中村喜一

栄池菊

9
一

3

4－1
リ
ヨ一4

5

6

7－1

7－2

　　8
　大
大平1
　　2

3－1

3－2

4

5

6

7

8

大鷹沢地区
夫

寿

哲村志

竹梅佐

大鷹沢1

　　2

大津正男
斎藤貞三
岩渕長一
佐藤三雄
須江守信
山田量吉
曳地喜一
松田作松
中目正治郎

ぢ者　ぢ守　月券　マ台

堀米新治郎

我妻　実
跡部円吉
山田興一
山田泰三
大場忠輔
可地区

高野勝治
吉　川　八十江

八島正四
八島幸吉
大久保善助

区　名

　臼
南　町

田　町

本　町

中　町

長　町

亘理町

短ケ町

新　町
西益’岡

中益岡

東益岡

清水小路

寿　町

柳　町
本郷第1

〃第2

〃第3

〃第4
鷹　巣

上郡山

郡　山

小下倉

越河

越河1
　　2

3

4

5

7



高橋米子さん
　　　　（斉川）

消
嚢
鴛

占
を
ご
存
じ
で
す
か

〕
日
は
「
計
量
記
念
日
」
で

心
し
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
水
道

電
気
の
代
金
を
使
用
量
に

（
払
っ
た
り
、
肉
や
野
菜
を

ハ
う
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
「
計

な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

文
戻
具
や
日
用
品
、
食
料

”
近
に
あ
る
も
の
の
ほ
と
ん

ハ
き
さ
や
　
さ
な
ど
を
は
か

硫
魍
－
　
と
ろ
ろ
芋
の
海
苔
巻
揚
　
　
　
か
き
フ
ラ
イ

【
材
料
】
（
四
人
分
）
　
　
　
　
　
　
　
【
材
料
】
（
四
人
前
）

と
ろ
ろ
芋
（
長
め
）
⊥
2
、
海
苔
五
　
　
か
き
貝
五
百
9
、
卵
一
個
、
塩
、

枚
、
卵
一
個
、
塩
少
々
。
　
　
　
　
胡
椒
、
小
麦
粉
、
パ
ン
粉
、
油
。

【
作
り
方
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
作
り
方
】

①
、
と
ろ
ろ
芋
を
流
水
で
良
く
洗
い
、
①
、
か
き
は
ザ
ル
に
入
れ
て
塩
を

皮
を
む
き
、
治
ろ
し
が
ね
で
落
し
、
　
ふ
り
か
け
、
流
水
で
洗
う
。

卵
一
個
を
と
き
ほ
ぐ
し
、
塩
少
々
で
　
②
、
①
の
水
気
を
き
り
、
軽
く
塩
、

味
を
つ
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胡
椒
で
昧
を
つ
け
る
。

②
、
海
苔
を
⊥
4
枚
に
切
り
、
①
の
と
③
、
②
に
小
麦
粉
、
卵
の
と
ぎ
汁
、

ろ
ろ
芋
を
の
せ
て
巻
く
。
　
　
　
　
パ
ン
粉
の
順
に
衣
を
着
せ
、
熱
し

③
、
熱
し
た
油
で
②
を
揚
げ
る
．
付
け
　
た
油
で
き
つ
ね
色
仁
仕
上
げ
、
出

合
わ
せ
に
キ
ャ
ベ
ツ
の
せ
ん
切
り
と
　
来
た
ら
油
を
よ
く
切
り
、
盛
り
付

レ
モ
ン
を
付
け
て
盛
り
合
わ
せ
る
。
　
け
る
。

計
量
士
房

　
六
月
七
日
晒

す
。
わ
た
し
）

や
ガ
ス
、
電
と

応
じ
て
支
払
ハ

目
方
で
買
う
（

量
」
を
し
な
が

　
ま
た
、
文
盲

品
な
ど
身
近
p

ど
が
、
大
き
レ

か
も
己
鎮

・
、
社
会
の
あ

単
て
い
ま
す
．
口
．

い
な
い
事
業

る
計
量
器
に

・
自
治
体
の
定

『
ば
な
り
ま
せ

一
置
い
て
「
計

指
定
を
受
け

ゼ
計
量
管
理

が
あ
り
ま
す
。

∵
流
通
分
野

権
な
計
量
の

般
計
量
士
」

四
害
物
（
大
気

〕
）
の
測
定
に

一
」
と
が
あ
り

一
寄
り
の
通
商

・
だ
さ
い
。

れ
て
塩
を

㎜
う
。

、
軽
く
塩
、

っ
て
あ
る
決
ま
っ
た
〃
サ
イ
ズ
”
で
　
業
所
を
は
じ
め
と
し
で
、

大
量
生
産
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
は
、
　
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
し

あ
る
一
定
の
計
量
に
基
づ
い
て
生
産
　
　
｝
般
に
、
計
量
士
の

さ
れ
る
の
が
普
通
で
す
。
　
　
　
　
　
所
で
は
、
使
用
し
て
い

　
こ
の
よ
う
に
わ
た
し
た
ち
と
「
計
　
つ
い
て
所
在
地
に
あ
る

量
」
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
　
期
検
査
を
受
け
な
け
れ

あ
り
ま
す
か
ら
、
も
の
さ
し
、
は
か
　
ん
。
一
方
、
計
量
士
を

り
、
各
種
メ
ー
タ
ー
な
ど
の
計
量
器
　
量
器
使
用
事
業
所
」
の

に
、
も
し
“
狂
い
”
が
生
じ
て
い
ま
　
て
い
ま
す
と
、
自
主
的

す
と
不
便
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
大
　
が
行
え
る
な
ど
の
特
典
一

量
生
産
を
行
っ
て
い
る
工
場
な
ど
で
　
　
計
量
士
に
は
、
製
造

は
大
混
乱
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。
　
　
で
計
量
器
の
整
備
、
正

　
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
計
量
器
を
検
　
保
持
な
ど
を
行
う
コ

査
し
た
り
、
正
し
い
計
量
が
行
わ
れ
　
と
、
騒
音
、
振
動
、
有

て
い
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
　
中
の
窒
素
酸
化
物
な
ど

い
る
の
が
「
計
量
士
」
と
呼
ば
れ
る
　
携
わ
る
「
環
境
計
量
士

人
び
と
で
す
。
現
在
お
よ
そ
一
万
一
　
ま
す
。
く
わ
し
く
は
最

干
人
が
計
量
器
を
製
造
し
て
い
る
事
　
産
業
局
に
お
た
ず
ね
く

消費生活モニター調査結果 調査日：昭和56年5月1日　白石市

晶 名

1．砂 糖
一
2
．
し
　
ょ
　 う　を由

3．天ぷ　ら．油

4．小　麦　粉

5．食　パ　ン
タノ6

7．即席ラーメン

8．マーガリン
9．カレーライス

10．ラ　　　　ッ　　　　プ

11。ティッシュペーパー

12．理　髪　料
13。パーマネント料・

14．ブロパン　ガ’ス

15．灯 由

銘柄　規格
上白糖 1kg

本醸造　　僻冒多渓悉罫

1，650g （1，82）

薄力粉　　一等級　1kg

並食 1斤

カルトン入 225g

JAS中華めん　　1ケ

ソフト225g　カルトン入

並 皿

幅30cm・長さ20m　1巻

400枚（200組）紙箱入り

小学生調髪（洗髪含）1回

　
含

　
セ

　
カ

ド
ト

ル
一一

ヨ

コ
伶

5m3

182 （配達料込）

最高値

310円

575

600

210

150

380

70

225

400

230

180

1，300

6，000

2，650

1，550

最低値

268円

530

520

185

120

338

63

188

400

140

125

1，100

4，500

2，400

1，550

平均値

296円

555

551

200

135

360

67

203

400

193

147

1，242

4，916

2，538

1，434

対前月嫡格比

△1円
△　2

1

△　1
10

△　3

83

36

99．6％

99．6

99．7

99．5

102．0

98．4

10！．7

102．5

備 考

上昇品目：カレーライ

ス、パーマネント料、

灯油　　　（3品目）

下降：品目：砂糖、しょ

　う油、マーガリン、

ラップ　　　（4品目）

横ばい品目：天ぷら油、

ノ』、麦粉、、　食バン、艮口

席ラーメン、ティノ

　シユペーハー、理髪

半斗、フロバンガス、

バター　　（8品目）

9

燃

玄
．

1騨

　　　亘理町チーム優勝
　　　　○一春のソフトボール大会

このほど行われた白石市ソフトボール協会（会長松

野金夫さん）主催の市長杯争奪戦において，佐藤安雄

監督率いる亘理町チームが見事優勝を果しました。

今大会には、21チーム350人が参加。決勝戦では強

敵の小野ギターチームを6対5の逆転で破り、栄冠を

勝ちとった。亘理町チームは亘理町行政区内の人々で

構成されており、メンバーは商店主や公務員、会社員

などと様々。平均年齢は38歳．　「みんなで楽しく、和

気あいあいと、ソフトボールを通して地域づくりをや

つていきたい」と佐藤さんは話してくれます。

露，、

F

し
う

　　にぎやかにキボコの祭典　　　1
　　　　　0一こけしコンクール　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ第23回全日本こけしコンクー」レが、去る5月3日から　：

7日までの5日間、市民会館でにぎやかに開かれました。　：

今回のコンクールにはあわせて972点が出品。82点が　1

入賞。また会場では市内の小中学生による作品も展示　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　ロされた。市内の主な入賞者は次のとおりです。〉通産　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　コ大臣賞一佐藤辰雄（弥治郎）　〉中小企業庁長官賞一　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　ド新山久志（弥治郎）・高橋達郎（北寺前）　〉青森営林　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　サ局長賞一新山左京（弥治郎）　〉宮城県知事賞一清原　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜたかを（不澄ヶ池）　＞秋田県知事賞一新山久城（弥　：

治郎）　〉文部大臣賞一柴田栄子（新町）　〉産経新　1

聞社賞一星博秋（北町）など。　　　　　　　　　　　：

　、厩　　P｝ド凡’　　　　　　　　　　　　　　　　　　 牌一　　　　1

　　　　．薦解瓢　　　　　　　　1』’　、　，　　κ　雛徳て身徽ヤ露し願ず1、・o
　　　　　　叢一轟罐毒…流，懇・i

　　　　　　　　　　灘騨i

　　　　　　　　　　　　　　〆劉，　　1　　　　無携　 毎ラー訊，，∴・　　　蕎　 陛

　　　　謹灘ン』1・翻　1軽、i

　　　　　　　　　　　　　　　　　量

（矯貸　　　　撚擦蹴／
　　　　　。猫曜響噸嚇購一魚＾灘騰難

　　遊具施設が完成
　　　○一鷹巣コミュニティ地区
　県の新しいふるさとづくりの一環として、昨年モデ

ルコミュニティ地区に指定された鷹巣地区に、このほ

ど公園整備を図るための遊具施設が4基設置されまし

た。

　完成した遊具は、全長22メートルの長さをもつ滑台、

上がった・り、ぶらさがったりできるネットクライム、

網遊びのできるロープウエイや鉄棒もできる北斗七星

です。

　この公園整備により、コミュニティー地区内のレク

リエーションの場がより一層充実しました。

　　　白高、凱歌に沸く！

　　　　　○一白角定期戦
スポーツをとおして両校の交流を深めよう一と始

められた白石高・角田高定期戦がこのほど白石高校を

会場として行われました。

今年で19回目。当日は小雨もまじるあいにくのコン

ディションだったが、開会式のあと、水泳、卓球、庭

球、柔道、野球など9種目に熱戦を展開。両校選手と

も常日ごろ鍛えた腕を競い合い、いずれも好ゲームを

繰り広げ、応援団も猛ハッスル。今年は8対1と大差

で臼高が圧勝。ここ数年間の雪辱を果した。

．覇

　
　
　
購
妻
“

薩
　
驚
プ

饗
蹴
震
、
臥
。

　
　
、
内
蔵

漉
鯉
”
「
蹴
∵

驚
縄
凹

　
　
　
　
ぞ

　
霧
．
岨．

鐵
謬
”
宰
穀

垂
’
p
、
翫
、
．
　
曝
晦
纏
鱒

8
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登市

　
　
　
　
　
δ

場民

　
　
蔑、

鰯
難
離
。
響

　
　
ゼ
蔵
　
露
纏
へ
ー
鑛

　
　
　
　
灘
籔
霧
　
乙
　

　
　
．
鑛
繊
欝
・
、
電
　
・
ン
佃
脚

．
歌
、
　
蒙
鞭
嘆
　
㈱

　
　
　
　
　
　
懸
難
聯
、

犯
罪
追
放
へ
日
夜
…

防
犯
協
会
本
郷
第
三
分
会

　
本
郷
第
三
地
区
か
ら
青
少
年
の
非
行
、
盗

難
な
ど
の
犯
罪
を
追
放
し
よ
う
ー
と
、
昭

和
三
十
四
年
に
白
石
地
区
防
犯
協
会
本
郷
第

三
班
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
現
在
、
市
内
に
あ

る
三
十
三
の
防
犯
協
会
分
会
の
な
か
で
最
も

古
い
。

　
活
動
も
非
行
防
止
、
盗
難
防
止
を
重
点
目

標
に
、
年
始
年
末
・
夏
期
防
犯
期
間
の
夜
間

．
触
回
や
防
犯
街
灯
の
点
検
清
掃
、
防
犯
啓
発

D
T
ワ
ー
の
作
成
。
ま
た
、
交
通
安
全
街
頭

指
導
　
道
路
障
害
草
木
除
去
作
業
な
ど
と
地

昧
な
が
ら
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
「
争
年
は
、
増
え
続
け
る
青
少
年
非
行
を

来
然
に
防
ぐ
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
家
庭
教

育
の
在
り
方
に
つ
き
講
習
懇
談
会
を
開
く
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
活
動
を
進
め
て
行
き
た

い
。
」
と
、
会
長
の
平
林
貞
八
さ
ん
は
犯
罪
追

放
の
地
区
へ
と
意
欲
満
々
。

郡
山
・
鷹
巣

宮
・
深
谷
・

三
沢
・
大
町
・

坂
谷
・
中
目
・

森
合
・
斎
川
・

越
河
・
平
・

五
賀
・
小
原
、

そ
れ
に
角
田

　
　
　
い
ぬ

石
川
領
の
犬

丸
嘉
姿
津

田
・
内
親
、

伊
達
家
直
領

の
“
興
・
小

下
倉
が
今
の

自
石
市
分
の

　
昭
和
二
九
年
白
石
市
が
誕
生
し

た
と
き
は
、
臼
石
・
大
平
・
斎
川
・

越
河
・
大
鷹
沢
・
自
川
・
福
岡
の

一
町
六
ヵ
村
、
後
に
小
原
村
が
加

わ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
村
名
は
明
治

二
二
年
に
決
ま
っ
た
。
慶
長
七
年

（
ニ
ハ
〇
二
）
片
倉
氏
が
自
石
城
主

に
な
っ
た
と
き
は
、
白
石
本
郷
・

　
　
　
　
・
蔵
本
・
長
袋
・
八

地名アレコレ

氏
郷
領
に
移
っ
た
と
き
変
え
ら
れ

た
。
こ
の
蒲
生
と
い
う
大
名
は
》

か
み
が
た
も
の

上
方
者
で
土
地
の
名
前
を
変
え
る

の
が
好
き
だ
っ
た
よ
う
だ
。
会
津

も
ろ
か
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
ぎ

黒
川
を
会
津
若
松
と
し
た
り
、
杉

の
め目

を
福
島
に
か
え
た
の
も
そ
の
一

例
で
、
自
石
も
変
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
八
宮
を
休
屋
と
い
っ
た
の

は
、
休
宮
が
古
い
村
名
で
八
宮
は

　
　
　
　
後
に
つ
い
た
も
の

　
　
　
　
だ
。
ま
た
、
深
谷

ル目り

②

の名

村
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
十
年

ほ
ど
前
、
蒲
生
郷
成
が
白
石
城
主

に
な
っ
た
と
き
は
新
田
（
長
袋
地

区
）
と
い
う
村
が
あ
り
、
白
石
は

ま
す
お
か
　
　
　
　
　
　
　
　
や
す
み
や

増
岡
、
八
宮
は
休
屋
と
い
う
名
で

呼
ば
れ
て
い
た
。
白
石
が
増
岡
と

な
っ
た
の
は
豊
臣
秀
吉
の
命
令

で
、
刈
田
郡
が
伊
達
領
か
ら
蒲
生

村

児
捨
川
の
下
流
域

　
あ
む
　
ヨ

に
青
木
村
と
い
う

の
も
あ
っ
た
ら
し

い
。
戦
国
時
代

（
約
四
五
〇
年
前
）

　
え
　
ぷ
く
ろ

に
は
餌
袋
（
郡
山

　
　
　
な
か
　
さ
い

地
区
）
、
中
斎

か
わ
　
　
み
畷
う

川
、
微
妙
（
五
賀

地
区
）
な
ど
も
一

つ
の
村
（
当
時
は

郷
と
よ
ん
だ
）
だ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

現
存
の
古
文
書
に
出
て
く
る
最
も

古
い
村
（
郷
）
名
は
倉
本
・
三

沢
・
小
原
・
小
下
蔵
・
こ
す
か
い

　
　
　
　
　
　
　
お
み
あ
ざ

（
越
河
）
な
ど
で
、
市
内
大
字
名

の
大
部
分
は
室
町
時
代
始
め
約
六

百
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
よ
う
に
思

う
o　

　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

ノ0

隅

イ
ド
ル

IIIll”IIIl”1”Illlllll”ll”1””『1田llIl”ll”1「illll「”

読）ガ家のア

頚
竃
豊
，
’

佐藤　健一ちやん（大鷹沢）

正一さん、貞子さんの長男

ママからひとこと

“健康第一の丈夫な子に育って欲

しい4

蕉
　
　
　
轟
　
徽
．

祷

綾

「道路工事」八　島　彩子（越河小4年）

わたしの

勿暫鞍勿
「おかあさん」松野和　彦（大平小1年

一
　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冗

　　　　　　　　　　　ドチ　　’　　ゴ　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ

　　　　　　　　し　　　ヒ　　　ペ　　　　　　　リ　　　　　　　　　　タい　ト　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア

　　　ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　ず

　　　　　　　　ヂ　　ず　ロヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　ザ
　　・　　　，ぜバ　　　 ㍗妙　　　．　～・
　　　　一」宝｝温’　　　継鬼　　　　　　、　　　・

市撚
文

曽民
＝竃＿

歌
　
壇

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕
　
　
　
　
　
　
名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
　
　
係
（
白
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
　
　
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ろ
手
上
げ
し
み
ど
り
児
の
ご
と
萌
え
初
め
し
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
惜
し
き
餅
草
の
群
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
窓
際
に
桃
色
の
蝶
群
り
て
止
ま
れ
る
ご
と
く
ア
ザ
リ

川
股
兵
三
選

突
風
は
峡
の
枯
葉
を
か
き
立
て
て
小
鳥
の
如
く
中
空

に
舞
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

庭
石
の
く
ぼ
み
に
生
ひ
て
岩
ひ
ば
は
ち
ぢ
み
寄
り
そ

ひ
く
る
春
を
待
つ
　
　
　
　
　
　
．
遠
藤
　
省
三

先
八
の
い
か
な
る
願
い
こ
め
ら
れ
し
野
の
石
仏
に
春

の
陽
そ
そ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
ク
ニ
子

農
業
を
生
き
が
い
と
選
び
嫁
ぎ
た
る
娘
の
は
ず
み
し

電
話
に
心
和
ご
み
ぬ
　
　
　
　
　
　
永
山
　
な
ほ

フ
リ
ー
ジ
ア
の
香
に
つ
つ
ま
れ
し
夜
の
部
屋
に
娘
と

語
り
あ
ふ
旅
の
こ
と
意
ど
　
　
　
　
青
木
　
良
子

あ
く
せ
く
と
働
く
か
げ
に
老
い
を
見
し
鏡
の
わ
れ
に

問
い
か
け
し
と
き
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
歌
子

ヤ
の
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

静
か
な
る
川
の
ほ
と
り
を
帰
り
釆
て
こ
ぶ
し
の
花
の

陽
に
染
ま
る
み
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

暁
方
に
エ
ン
ジ
ン
の
音
騒
が
し
く
田
畑
を
う
な
う
耕

転
機
通
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
要
二

う
ら
ら
か
な
光
こ
ぼ
れ
る
参
道
に
神
楽
太
鼓
の
音
は

響
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
久
美
子

病
む
姑
の
入
浴
す
ま
せ
一
日
の
仕
事
終
り
て
日
記
帳

開
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

鉢
植
の
せ
ん
定
終
へ
し
海
巣
に
赤
味
を
お
び
し
芽
の

出
初
め
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

わ
が
家
に
帰
り
来
り
て
安
堵
し
つ
つ
心
静
か
に
床
に

伏
し
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
田
　
成
子

若
奪
日
の
貧
し
き
わ
れ
を
い
た
わ
り
し
母
の
墓
前
に

思
い
出
懐
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
中
　
は
る

但

壇

鈴
木
貞
二
選

訪
ね
き
し
御
廟
の
森
に
黄
山
吹
　
　
　
水
野
淑
子

旅
戻
り
く
つ
ろ
ぐ
庭
に
梅
の
花
　
　
　
高
橋
和
歌
子

山
裾
に
ま
ん
さ
く
咲
い
て
春
近
し
　
　
川
村
　
静
恵

う
ぐ
い
す
や
暫
し
杖
止
め
遊
歩
道
　
　
半
沢
も
り
え

双
蝶
や
さ
し
き
風
に
の
り
て
と
ぶ
　
　
青
木
良
子

み
ち
の
く
の
寒
の
戻
り
の
二
三
日
　
　
久
須
見
南
斗

根
雪
ま
だ
山
々
春
の
遠
か
り
し
　
　
　
橋
本
春
代

日
を
背
な
に
う
け
て
茎
立
ち
手
折
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
久
美
子

ほ
か
ほ
か
と
土
温
も
れ
る
春
の
土
手
　
遠
藤
　
省
三

山
肌
に
黒
く
ひ
ろ
が
り
野
火
の
あ
と
　
阿
部
み
さ
子

埋
れ
火
の
か
そ
け
く
立
ち
し
春
の
風
　
佐
藤
　
周
子

雪
ど
け
の
川
辺
に
孕
み
猫
柳
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

初
蝶
の
水
色
の
翅
地
に
休
め
　
　
　
　
鈴
木
　
民
子

た
ん
ぽ
ぽ
や
使
わ
ず
古
り
し
消
防
署
　
大
庭
　
良
子

卒
業
の
記
念
の
松
に
祖
父
し
の
ぶ
　
　
日
下
　
佐
七

”



子宮ガン検診

　女性のガンのなかで、最とも多

いのは子宮ガンで、女性全ガンの

うち約3割を占めています。

　子宮ガンには、子宮の人口にで

きる子宮頸ガンと子宮体部にでき

る子宮体ガンとがあり、日本では

子宮ガン全体の約96％が子宮頸ガ

ンだといわれていま．す。

　市では早期発見、早期治療の効

果をあげるため、子宮ガンの集団

検診を実施いたしますので、ぜひ

受検してください。

〉申込み　6月5日～20日

〉申込み先　衛生課及び各出張

　　　　　所・分室

〉検診料　4，400円（個人負担

　2，200円、市助成2，200円）

レ検診日　7月1日～8月31日

レ対象者　白石市に居住する30歳

　以上の婦人

　存お、今年度は1，300名を予定

していますので、お早めに申込み

ください。

検察審査員・補充員選定

ノ3

　去否4月30日、仙台検察審査i

i会においては、本年度第2群のi
i検察審査員・補充員の選定を行i

いました。その結果、次の方がi

i選定され、5月1日から向う6i
ヵ月間検察官のなした不起訴処i

分の当否についての審査などに1

当ることになりました。

レ検察審査員　吉田有一さん

　訟庁鵡よ》

　表札・郵便受箱は、郵便配達作

業を迅速かつ確家に行うために必

要不可決のものであるだけでな

く、大切な郵便物の誤配達の防止

や雨・風からの保護のためにも重

要なものです。

　表札は見やすい場所に家族名、

同居人名まで明瞭に記載して掲載

するようお願いします。また郵便

受箱もできるだけ道路に面した場

所に、2階建のアパートなどの場

合は1階の出入口付近の集合受箱

を設置するようお願いします。

　なお、郵便弘済会では表札を

400円、郵便受箱を1，900円で販売

しております。くわしくは、郵便

局の窓口（費5－2743）までどう
ぞ。

目竈

■奥さま大学校開校

　「通信講座奥さま大学」の受講

生を募集いたします。

●家庭において消費生活の勉強が

　できます。

●くらしに役立つ知識を身にっけ、

　”かしこい消費者“になりまし

　よつo

＞受講料無料

＞学習方法

　O商品知識や生活設計などわか

　りやすく解説したテキストを

　配付します。

　Q，溝座（スグーリング）を2回

　行います。

　o全講座終了者には修了証書を

　さしあげます。

〉開講日　6月下旬

〉学習期問　56年6月～11月

レ申込み　市民課市民相談係（内

　　　　線132）

1〉しめきり　6月15日

一！㍉

■寿山団地一般分譲住宅

　　購入希望者募集

　宮城県住宅供給公社では、住宅

金融公庫融資付き一般分譲住宅購

入希望者を次のとおり募集します。

〉団地名と戸数　寿山団地（緑が

　丘）　27戸

〉公庫予定融資額

　620万円～810万円

〉申込み期間

　6月22日～7月6日
　くわしくは、宮城県住宅供給公

社（智仙台61－6161〉までどうぞ。

受講生募集
　働く婦人の家では、手芸講座と

民謡おどり講座の受講生を募集し

ています。ふるって参加してくだ

さい。

レ受講料　．無料

》申込み　6月10日まで働く婦人

の家（智5－5095）へ。

講　座　名

手
芸
講
座

健
康
講
座

リッチ編手さげ

コサージュ

民謡おどり

募集人員

30
人

30
人

20

人

月　　日

6月15日（月〉

　　　　2回6月18日（木）

6月20日（、1：）1回

6月26日（釦

7月3日（金）3回

7月10日（金）

時　 間

10：00～12：廷）0

9：00～12：00

13：00～15：00

し
ま

あ
な
た
は
あ
な
た
の
健
康

今
日
か
ら
は
じ
め
る

　
健
康
づ
く
り

　
あ
な
た
の
健
康
は
、
あ
な
た
自
身

が
つ
く
り
て
行
く
以
外
に
あ
り
ま
せ

ん
．
健
康
管
理
は
、
．
一
人
ひ
と
り
が

責
任
を
も
っ
て
考
え
、
実
行
し
て
い

く
も
の
な
の
で
す
。
病
気
に
な
っ
て

は
じ
め
て
健
康
の
あ
り
が
た
さ
に
気

づ
く
よ
う
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。
健
康

へ
の
日
頃
の
努
力
は
、
国
保
の
一
員

で
あ
る
あ
な
た
の
務
め
で
す
。

運
動
不
足
病
を
防
ぐ
た
め
に

　
健
庫
を
保
つ
た
め
に
は
、
．
日
に

男
で
．
．
○
○
カ
ロ
リ
ー
、
女
で
一
五

〇
カ
ロ
リ
i
位
の
運
動
を
す
る
こ
と

が
必
要
と
い
わ
れ
ま
す
。
一
番
手
軽

な
こ
と
は
も
っ
と
歩
く
こ
と
で
す
。

　
一
〇
〇
カ
ロ
リ
ー
使
う
の
に
は
、

一
分
間
に
八
十
メ
ー
ト
ル
の
速
さ
で

歩
く
と
男
で
二
十
三
分
、
女
で
二
十

九
分
と
な
り
ま
す
。
歩
く
こ
と
は
全

身
の
筋
肉
を
刺
激
し
働
き
を
強
め
、

ま
た
心
臓
や
肺
の
働
き
を
よ
く
す
る

な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

●日　　程　　表●

あ
な
た
の
健
康
は
あ
な
た

自
身
が
つ
く
る
も
の
で
す

〈国保シリーズ③〉

優〕励9《凹鵬

融呪］施思喰臼すか

づ
く
り
の
た
め
に
何
を
し
て
い
ま
す

か
、
健
康
づ
く
り
と
い
っ
て
も
、
難

し
い
こ
と
を
や
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
散
歩
、
体
操
、
マ
ラ
ゾ
ン
な
ど

あ
な
た
の
体
に
合
っ
た
運
動
は
、
あ

な
た
の
心
構
え
し
だ
い
で
、
い
つ
で

も
簡
単
に
は
じ
め
ら
れ
ま
す
。
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
、
十

分
な
休
養
と
い
う
こ
と
も
実
行
し
て

い
ま
す
か
。
さ
あ
、
あ
な
た
の
家
も

今
日
か
ら
健
康
家
族
の
仲
間
入
り
、

明
日
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。

　
　
　
㍉
ン
、
θ
9
願

地露名

越河

斎川

平・
＼

ノ

大鷹沢

白川

小原

福岡

福岡
白石

白石

寄政区
全 区

滝上、滝下、i住、
蔵王、不忘、川原
子除く全区

三住、蔵王、不忘、

川原子

滝上、滝下、南町
田町、本町、中町1

畏町、亘理町、短
ケ田∫、楽斤田f、西’益

岡、中益岡、東益岡

清水小路、寿町、
柳町、本郷1、本
郷2、本郷3、本
銀β4、鷹ノ巣、．上
君f；山、君『訂II、ノ」・』ド倉

鳶日

6月18日

6月19EI

6月25日

6月22日

6月23日

6月24日

6月26目

7月7日

7月2日

7月3日

時　間

9：00～15：00

9：00～15：00

9：00～15：00

9：00～15：00

9：00～15：．OO

9：00～15：00

9：00～15：00

9：00～15：00

9：00～15：00

9：00～15：00

場所
越河公

民館
斎川公

民館
大平公

民館
大鷹沢
公民館

白川公

民館
小原公

民館
福岡公

民館
小
校
王
校

福
学
蔵
分

市役所

市民課

　
　
　
お
亡
心
れ
な
く

児
童
蕃
当
現
況
屑
の
提
出

　
児
童
手
当
は
、
義
務
教
育
終
了
前
　
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

の
児
童
を
含
む
十
八
歳
未
満
の
子
ど
　
　
（
現
況
届
は
、
該
当
者
に
通
知
い
た

も
三
人
以
上
を
養
育
し
て
い
る
方
に
　
し
ま
す
）
。

支
給
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
支
給
要
　
　
児
童
手
当
は
、
六
月
、
十
月
、
二
月

件
該
当
者
で
あ
っ
て
も
手
続
き
を
し
　
の
三
回
に
四
ヵ
月
分
を
ま
と
め
て
支

な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
払
い
ま
す
。
六
月
は
支
払
い
月
で
す
。

〈
現
況
届
の
提
出
〉
　
　
　
　
　
　
　
二
月
か
ら
五
月
分
ま
で
の
四
ヵ
月
分

　
児
童
手
当
を
引
き
続
い
て
受
給
さ
　
を
自
動
振
込
み
で
支
払
い
ま
す
。

れ
る
た
め
に
、
毎
年
一
回
現
況
届
を
　
　
く
わ
し
く
は
、
市
民
課
（
内
線
一

出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
　
三
一
）
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

は
、
左
記
の
日
程
に
よ
り
各
地
区
に
　
※
持
参
す
る
も
の

お
い
て
受
付
け
い
た
し
ま
す
。
こ
の
　
　
①
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）
　
②
印
鑑

現
況
届
を
出
さ
な
い
場
合
、
次
の
支
　
　
③
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証

払
分
よ
り
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な
　
　
④
預
金
通
帳

O
書
物
と
生
活
　
　
　
紀
田
順
一
郎

○
地
域
の
思
想
を
求
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
條
宏
之

○
新
版
・
夢
の
事
典
　
田
中
佐
知

○
こ
こ
ろ
の
管
制
　
　
馬
場
　
禮
子

○
宮
中
門
前
学
派
　
　
入
江
　
相
政

○
歴
史
の
夜
咄
　
　
　
司
馬
遼
太
郎

O
う
ち
の
子
は
思
春
期
　
佐
藤
ち
江

○
戦
仕
度
の
日
々
　
　
宮
城
ま
り
子

○
心
身
障
害
辞
典
　
石
部
元
雄
ほ
か

○
百
万
人
の
手
話
教
室
　
丸
山
浩
路

○
ひ
と
り
っ
子
の
本
依
田
　
　
明

O
太
陽
が
死
滅
す
る
日

　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
・
グ
リ
ビ
ン

Q
酢
こ
そ
健
康
の
も
と
　
長
田
正
松

○
あ
の
町
こ
の
味
　
　
室
生
　
朝
子

○
岩
場
ル
ー
ト
図
集
　
小
森
　
康
行

○
や
さ
し
い
棒
針
編
み

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
眞
弓

○
原
色
野
草
観
察
検
索
図
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
田
　
武
正

Q
花
の
画
集
　
　
　
佐
藤
　
達
夫

○
新
し
い
国
語
の
表
記
　
尚
学
図
書

○
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
柳
　
徹
子

○
王
国
へ
の
道
　
　
　
遠
藤
周
作

Q
麗
し
き
白
骨
　
　
　
渡
辺
　
淳
一

〇
か
え
ら
ざ
る
故
郷
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
　
丹
羽
　
文
雄

○
ブ
レ
ザ
ノ
ン

　
　
　
ボ
フ
・
ウ
ソ
ド
ワ
ー
ド
ほ
か

○
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
い
ち
ご
畑
よ
永

　
遠
に

　
　
ヴ
ィ
ノ
ク
・
ガ
ル
バ
リ
ー
二
ほ
か

　
　
子
ど
も
の
本

○
マ
マ
と
き
か
ん
r
ほ
う
や

　
　
　
バ
ル
ブ
ロ
・
リ
ン
ド
グ
レ
ン

O
森
を
育
て
る
　
　
　
松
井
　
光
瑠

Q
つ
り
入
門
　
　
　
　
井
上
　
博
司

O
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
5
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
次
山
　
信
男

○
氷
・
水
・
水
じ
ょ
う
気

　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
鶴
太
郎

なみ

のん

図

書

館
12



　
鰹
、
纂
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市投所の所在弛

白石市字桜小路35
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アメリカシロヒトリ駆除ノ

　今年も各家庭の庭木を喰い荒す

「アメリカシロヒトリ」　（自っぽ

いケムシ）の発生する時期がきま

した。このケムシは年2回発生し、

1回目は6月下旬から7月中旬、

2回目は8月中旬から9月下旬ま

でです。成虫（蛾）は1・2枚の

葉にまとめて産卵し、そのままふ

化します。1センチ位までは葉一

面に「クモの巣状のうすい糸」を

はって集団生活をします。1．5セン

チ以上大きくなると巣の中からと

び出して、葉を次から次へと喰い

荒してゆきます。このケムシは樹

幹の割れ目や樹皮下などでサナギ

化して冬を越します。

膨駆除には焼き捨てか効果的

　このケムシの駆除方法としては、

巣の中にいるうちに巣虫の枝葉を

切り落として焼き捨てるか、踏み

つぶすことです。なお薬剤散布の

場合は、幼虫の分散後、虫に直接

散布する。薬剤は市販されている

「ディプテレックス乳剤」千倍液

　（100帽入り1ビンー市価220円）

が効果的です。

　すでに幼虫が分散し、家庭で手

におえない状態になったときは、

行政区長を通じ、衛生課（内線1

29）へ連絡ください。薬剤散布

車を派遣します。
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！小作契約の改訂　）

　昭和56年4月1日から適用する

「標準小作料」にっいては、5月

号でお知らせしましたが、小作契

約をする場合は必ず農業委員会の

賃貸借設定の許可を必要とします。

　すでに許可を得て小作契約をし

ている方で契約の改訂をする方は、

すみやかに改訂を行ない、農業委

員会に通知してください。（小作契

約用紙は農業委員会にあります）。

　くわしくは、農業委員会事務局

（内線211）までどうぞ。
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　自石市水田利用再編対策協議会

では、6月1日より市全域を対象

に転作実施水田の面積測量、栽培

作物の確認を行いますので、先に

協議会で配付した標示表（ダイダ

イ色）に必要事項を明記のうえ、

実施水田に立てておくようにお願

いします。

事業所統計調査

　来る7月1日には、全国いっせ

いに事業所統計調査が実施ざれま

す。この調査は、統計法に基づい

て3年ごとに行われる調査で、、全

国のすべての事業所を対象とした

国の最も基本的な統計調査の一っ

です。

　このため工場や店舗、事務所、

会社をはじめとして、学校、駅、

病院、神社仏閣など、あらゆる種

類の事業所を漏れなく調べること

となっています。調査の結果は、

国や地方公共団体などにおける各

種行政施策の基礎資料として、ま

た、事業所を対象とする各種調査

の基礎資料として多方面に利用さ

れています。6月下旬から調査員

が事業所を訪間して、調査票の記

入をお願いしますの一で、調査に御

協力ください。
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（市史第6回配本の予告1

　かねてご予約をいただいており

ました「自石市史」全巻のうち、

第6回配本分「第3巻（1）一特

別史（中）」を6月下旬に配本す

る予定であります。

　本巻の内容は、白石の生んだ大

俳人松窓乙二（しょうそうおっに）

の作句と文集、彼の死後の追善句

集を全部収めました。乙二は文化

・文政（約180年前）の人で、この

人の全句集が活字本になるのは今

回が初めてであり、記念すべき出

版物です。ぜひ、市民の皆さんの

書棚に備えてください。

〉頒布価格　5，200円

国民年金
レ・3字耳；［　．財し

　国民年金の年金を支払う費用

は、加入者が納めた保険料とその

積立金の利子や国の負担金によっ

てまかなわれています。

　年金を受けている人の年金額が

引き上げられますと、加入者の保

険料もそれに見合った負担が必要

になります。

　今年の4月から保険料は4，500円

になっていますが、実際には7，900

円程度必要になっています。しか

しながら、国民年金に加入してい

る人は、職業も収入もちがう人た

ちですから、一度に高い保険料と

いうわけにはいかないのです。そ

こで、今後とも保険料を段際的に

引き上げて、年金の支払いと保険

料等の収入とのつりあいを保ち、

より健全で、しかも安心できる制

度にしていくことにしています。

　保険料の引き上げについて、加

入者の人たちのご理解をお願いす

るとともに、保険料の納入につい

てご協力をお願いします。

（幼稚園就園奨励費補助、
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　市では、幼稚園教育の振興をは

かるため市内の公立、私立の幼稚

園に就園する4歳児、5歳児の保

護者が負担する入園料、保育料に

ついて、その世帯の市民税の課税

状況に応じ保護者の負担を下記の

とおり軽減いたします。申請手続

については、後日在園する幼稚園

児を通じてお知らせいたします。

　くわしくは、教育委員会庶務課

（内線415）へお問合せくださ

いo

※申請する場合、生活保護世帯で

あるときは社会福祉事務所長の証

明、その他の世帯は市民税の課税

（非課税）証明書（昭和56年度分）

か納税通知書の写しを添付してく

ださい。

※保育料等の減免限度額（年額）

階　　屡　　区　　分

1．生活保護世帯市民税非課税世帯

2．市民税所得割の非課税世帯

　　市民税所得割の課税額が5，000円
3．

　以下の世帯

　　市民税所得割の課税額が10，000円
4．

　　以下の世帯

　市民税所得割の課税額が83，000円
5．

　以下の世帯

公　　立

20，000円

　　　　　2
20，000円×一
　　　　　3

5，000円

私　　立

100，000円

77，000円

老人医療受給者証の更新
　みなさんが使用している老人医

療費受給者証の有効期限は、昭和

56年6月30日までとなっています

ので更新手続をしてください。

　現在使用中の受給者証は7目1

日以降は使用出来ませんので必ず

更新してください。

※日程表

＞手続に必要なもの

　O印鑑

　○現在使用中の老人医療費受給

　　者証（オレンジ色）。

　○健康保険証（国民健康保険証

　　もしくは社会保険証）。

レ手続の日程（各会場午前9時～

　12日寺・午後1日寺～4日寺）。

地区名

河越

斎　川

大　平

大鷹沢

白　石

福　岡

白　石

福　岡

白　川

小　原

疑　　時

6月22日午前

6月22日午後

6月23日午前

6月23日午後

6月24日午前

6月24日午後

6月25日午前

6月25日午後

6月26日午前

6月26日午後

6月27日午前

6月29日

9時から

4時まで

6月30日午前

6月30日午後

場 所

越河公民館

斎川公民館

大平公民館

大鷹沢公民館

市役所（2階）

第2会議室

〃

〃

〃

〃

〃

〃

福岡公民館

白川公民館

小原公民館

蒲｛ 考

南町、田町、本町、亘理町

西益岡、中益岡、東益岡、
短ケ町

本郷第一、本郷第二、本郷

第三、本郷第四

鷹巣、上郡山、郡山、柳町

滝上、滝下、尾べら

長町、清水小路、寿町

小下倉、新町、中町

山ノ下、沖、山根、上原、
沼、下原、鎌先、八宮、芹沢、

大網、弥治郎、西区上、
西区下、南区、北区、東区、
三住、蔵王、不忘、川原子
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　福岡小学校八宮分校では、いま　二

約5干本（乃チューリソフーが見事な景

花を咲かせています。同校では数

年まえから校庭の緑化や花作りが

さ、かんで、県学校花壇コンケールで

は毎年立派な成績をおさめでいます。

爆．　』　∵＞、欄

目　日

6／7

14

21

28

内 科

柿崎医院（5）2210

亘理医院（5）8501

大沼医院（5）2502

広瀬医院（5）0238

外 科

堤医院（511181

刈田病院（5）2145

朝倉病院（5）2101

刈田病院（5）2145

　　　　　　　　　　　銑純’
　　　　　　　　　　　　監植鞭u

磁鋤灘騨

　、蟹、’

　メく平中ノ目北城前の大野貞吉さ

ん宅のフシが今年も立派に咲きま

した、このフジは約50センチから

7〔）センチの房をなす超ジャンボ。

直径20センチもある幹も重たけに

数多く咲きます。

※都合により変更になる場合もあります。

談

　　　　　　　勤難羅・、春

　　　　　　　　　ヂr擁鰹　　　繕1惹　　討．革の

饗鱒響難，　勲
　片倉工業㈱白石工場の西側土手皿
　　　　　　　　　　　　　　　にコにあるツツジが見事に咲きみだれ泉

ています。ここのツツジはキリシ

マツツジで、赤・白・紫など5種

100株が植えてある。今年はこの

冬の大雪のため、例年ほどではな

いというカf、ヘイからかいま見る

通行人の心をなごませてくれる。

自石のちょっとしたッツジの名所

である。

相談区分

べ権相談

行政1拳目談

税務相談

社会保険
相　　　談

生活相談

青少年相談

消費生活

相　　談

高齢者
職業紹介

器
回
ス

　
　
ビ

聴補
巡
サ

相談巨

15

15

15

15

15

6・25

　
．
金

　
吹
．

15

月
木

　
週

　
毎

　　15
毎週水・木・

　　金

2・16

リオン

　　11・25

ニホン　16

間上
ず

臣

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　16：00

9：30～

　15100

10：00～

　15：00

10：00～

　12：00

9：00～

　17100

10：00～

　！5：00
9：00～

　16：00

10：00～

　14：00

13：00～

　14：00
10：00～

　11：00

場　　所

白石市役所

2階相談室

全 上

白石市役所

1　　階
市民相談室

白石市役所

3F皆ホ目言炎室

2F皆羊目言炎室

3階利言炎室

白石市役所

4　　階
青少年相談

センター

白石市役所

1階消費
生活相談室

白石市役所

白石市役所

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別待遇、強制圧迫、

私的制裁、その他

役所、公社、公団、

公庫などの仕事にっ

いて不満なことや希
望すること

税金に関すること

（相談は仙台国税局

　員が応じます）

健康保険、船員保険、

厚生年金など

日常生活上の困りご

と

勉強のしかたや悩み
等学習に関すること、
非行又はその恐れの
ある青少年の問題や
悩み等

買物苦情や消費生活

般
　
一

60歳以上の方の職業

斡旋

補聴器の修理、調整

など
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